
2019年度国際理解教育セミナー

～外国につながる子どもたちの現状や課題を知り、
教育の場で私たちができることを考えよう～

2020年

2/16日9:30～16:30 
（受付開始 9:10）

アイパル香川
3階会議室
香川県高松市番町1-11-63

国際理解教育に関心のある方（教員、NGO関係者、学生等）
30人 ※先着順　　　　　　　　無料

裏面の参加申込書にご記入の上、下記までお申し込みください。
郵送、FAX、Eメール、電話のいずれの方法でもお申し込みいた
だけます。
※参加申込書は、JICA四国・アイパル香川のホームページよりダウンロー
ドできます。

2020年2月12日水

2019年度JICA教師海外研修（ラオス）参加者による
実践授業紹介もあります！
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◆JR高松駅下車　徒歩15分
◆ことでん瓦町駅下車　徒歩10分

プログラム
参加申込書は
裏面へ

主催　独立行政法人 国際協力機構 四国センター（JICA四国）、公益財団法人 香川県国際交流協会　　後援　香川県教育委員会、高松市教育委員会

お申込み・お問合せ先

〒760-0017　香川県高松市番町1-11-63
アイパル香川内　国際理解教育セミナー　担当宛

087-837-5908 087-837-5903
seminar@i-pal.or.jp
JICA四国 http://www.jica.go.jp/shikoku/
アイパル香川 http://www.i-pal.or.jp/leader/

HP



2 0 1 9 年度国際理解教育セミナー　参加申込書

プ ロ グ ラ ム

FAX：087-837-5903  ※申込方法については、表面をご覧ください。

※本参加申込書は、JICA四国・アイパル香川のホームページよりダウンロードできます。
〈JICA四国ホームページ〉  http://www.jica.go.jp/shikoku/　　〈アイパル香川ホームページ〉  http://www.i-pal.or.jp/leader/

申込締切：2020年２月12日（水）

氏　名
お住まい
の市町

フリガナ

所属先

TEL FAX

E-mail

☆主催団体からのEメールでのイベント案内　　　　　□ 希望する　　　　□ 希望しない

連絡先

【注意事項】
•アイパル香川周辺では日曜日に昼食をとれる場所が限られておりますので、各自ご持参いただくことをおすすめします。
•ご記入いただいた個人情報は、本セミナーに係る事務手続きおよび希望者へのイベント案内以外には使用いたしません。
•当日、新聞やテレビ等の取材が入る場合があります。また、当日撮影した写真をJICA四国・アイパル香川のホームページや機関誌、広報資料等
に掲載する場合がありますので、ご了承ください。掲載に支障のある方は、担当までお知らせください。

9：10～9：30
9：30～9：40
9：40～12：00

12：00～13：00
13：00～15：30

15：30～15：40
15：40～16：10

16：10～16：20
16：20～16：30

※プログラムの内容・スケジュールが一部変更となる場合がありますので、ご了承ください。

受付
あいさつ、事務連絡
 ワークショップ 第1部

参加型のプログラムを通して、教育分野を中心に「多様さ」、「多文化共
生」について考えます。また、外国人住民の方や外国につながる子ども
たちへの支援に取り組まれている方のお話から、現状や課題について
学びます。
休憩（ランチ交流）
 ワークショップ 第2部
多文化共生社会を実現するため、学校や地域においてできることを考え、一人ひとりの得意なことや
好きなことを活かして、プロジェクトを作成します。
休憩
 2019年度JICA四国教師海外研修（ラオス）実践授業紹介

■発表者：関　悠夏（せき はるか）さん（丸亀市立城坤小学校 教諭）
ラオスと日本はぜんぜん違う国？さまざまな情報の中からラオスと日
本の違いや共通点、つながりを見つけ出し、世界について知ることの面
白さを子どもたちに伝える授業について発表します。また、11日間
（2019年8月7日～8月17日）のラオスでの海外研修についても紹介し
ます。
教材紹介、イベント案内等
アンケート、あいさつ

過去のワークショップの様子過去のワークショップの様子

ラオスでの研修にてラオスでの研修にて

実践授業の様子実践授業の様子

鉃井　宣人（てつい のぶひと）さん
（特定非営利活動法人ＮＩＥＤ・国際理解教育センター研究員）

少数民族の子どもの支援をするNGOにおいてタイで勤務した後、2016年まで（公財）愛知県国際交流協会に勤務。
現在は、廃校を利用した宿泊・研修施設「ラーニングアーバー横蔵・樹庵」において施設運営や様々な体験プログラ
ムの企画実施を行うほか、NIEDおよび名古屋NGOセンターの研修・講座のファシリテーターとして活躍している。

ファシリテーター紹介


